
条
の
改
正
前
と
改
正
後

の
わ
か
る
資
料
を
つ
け

る
べ
き
。

と
し
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
114
号

公
立
甲
賀
病
院
組
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

平
成
31
年
４
月
１
日
を

も
っ
て
、
公
立
甲
賀
病
院

の
経
営
形
態
を
現
在
の
地

方
公
営
企
業
法
一
部
適
用

か
ら
地
方
独
立
行
政
法
人

に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、

地
方
自
治
法（
昭
和
22
年

法
律
第
67
号
）
第
2
8
6

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

公
立
甲
賀
病
院
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と

を
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
同
法
第
2
9
0
条
の

規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。

・
本
議
案
は
あ
く
ま
で
も

規
約
の
変
更
に
対
す
る

■
議
案
第
83
号

湖
南
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

平
成
29
年
４
月
26
日
に

公
布
さ
れ
た
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
制
定

に
伴
い
、
就
学
前
の
子
ど

も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推

進
に
関
す
る
法
律
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
当
該
条
例
中
の
引

用
条
文
に
つ
い
て
所
要
の

規
定
整
備
を
行
う
た
め
、

一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。主

な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。

・
認
定
こ
ど
も
園
法
の
改

正
に
伴
っ
て
項
ず
れ
が

起
こ
り
、
変
え
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
が
、

認
定
こ
ど
も
園
法
第
３

議
案
な
の
か
。

・
独
立
行
政
法
人
化
に
変

わ
る
こ
と
を
前
提
に
し

た
議
論
、
議
決
を
求
め

て
い
る
の
か
。

・
独
立
行
政
法
人
化
へ
の

移
行
で
経
営
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
に
つ
い
て

組
合
議
会
で
説
明
さ
れ

了
解
さ
れ
て
い
る
の
か
。

と
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
化
を
進
め

る
こ
と
で
進
ん
で
い
る
。

ど
の
よ
う
に
収
支
が
改
善

さ
れ
る
か
具
体
的
な
数
字

ま
で
説
明
さ
れ
て
い
な
い

と
の
答
弁
で
し
た
。

そ
の
他
、
組
合
の
共
同

処
理
を
す
る
実
務
に
つ
い

て
改
正
後
は
独
立
行
政
法

人
法
の
規
定
に
よ
っ
て
設

立
団
体
が
行
う
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
事
務
に
つ
い
て

の
質
疑
に
対
し
、
具
体
的

に
は
定
款
で
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

大
阪
ガ
ス
で
90
%
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

湖
南
市
甲
西
駅
前
広
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
駐
輪
場
の
学
生
割
引

に
つ
い
て
は
。

答

　現
在
、
調
査
の
中
で

は
学
生
割
引
で
月
額
１
８

５
０
円
程
度
が
適
正
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
出
来
る

限
り
安
価
に
な
る
よ
う
協

議
し
ま
す
。

問
　
条
例
改
正
の
趣
旨
で

は
放
置
自
転
車
や
盗
難
被

害
な
ど
の
問
題
に
も
対
応

し
て
い
く
た
め
と
あ
る
が
。

答

　従
来
通
り
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

依
頼
で
放
置
自
転
車
な
ど

へ
の
対
応
を
要
請
し
、
労

働
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

受
益
者
か
ら
負
担
を
頂
く

限
り
、
条
例
改
正
の
趣
旨

に
従
い
、
安
全
で
快
適
な

施
設
運
営
と
な
る
よ
う
努

力
を
重
ね
ま
す
。

反
対
討
論

市
民
が
広
く
認
識
し
て

湖
南
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
大
幅
減
額
で
あ
る
広

告
塔
占
用
料
の
理
由
は
。

答

　占
用
料
改
定
の
基
に

な
っ
て
い
る
の
は
地
価
変

動
で
、
広
告
塔
の
あ
る
地

域
は
、
ほ
ぼ
商
業
地
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
国
の
試
算
で
は
商
業
地

の
下
落
幅
が
大
き
か
っ
た

た
め
で
す
。

問
　
道
路
占
用
料
に
よ
る

収
入
は
70
万
円
増
と
聞
く

が
、
近
年
の
推
移
と
財
源

の
活
用
は
。

答

　平
成
26
年
は
１
８
７

４
万
２
千
円
、
占
用
料
が

改
定
さ
れ
た
平
成
27
年
は

１
４
４
７
万
３
千
円
、
平

成
28
年
は
１
５
０
３
万
３

千
円
、
平
成
29
年
は
約
１

５
７
０
万
円
と
試
算
し
て

い
ま
す
。
収
入
は
市
道
の

道
路
維
持
補
修
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

問
　
占
用
し
て
い
る
企
業

の
現
状
は
。

答

　Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
関
西
電
力
、

い
な
い
ま
ま
こ
の
事
業
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
懸
念
。

相
手
業
者
は
撤
退
し
た
前

例
も
あ
る
た
め
、
途
中
撤

退
の
場
合
の
違
約
金
を
も

り
こ
む
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

湖
南
市
湖
國
十
二
坊
の
森

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
岩
盤
浴
の
使
用
料
１

回
２
０
０
円
、
入
浴
料

セ
ッ
ト
で
８
０
０
円
、
体

験
工
房
の
館
の
使
用
料
１

時
間
１
５
０
円
の
算
出
方

法
は
。

答

　施
設
で
は
岩
盤
浴
料

金
は
５
０
０
円
～
６
０
０

円
程
度
。
貸
出
浴
衣
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
代
と
し
て

３
０
０
円
程
度
と
開
い
て

い
ま
す
。
体
験
工
房
の
館

の
料
金
設
定
は
、
じ
ゅ
ら

く
の
里
の
施
設
使
用
料
に

準
じ
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て日
枝
山
手
台
７
～
17
号
線

全
員
賛
成
で
可
決

福祉教育常任委員会

産業経済常任委員会
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